
4月8日（日）に、吉田キャンパス共通教育講義棟
15番教室にて、第22回おもしろプロジェクト17
の報告会が開催されました。 2017年度は14つの
プロジェクトが採択され、それぞれのプロジェクト
は1年間をかけて自身のプロジェクトを遂行しまし
た。 当日は13時からは口頭発表が行なわれ、パソ
コンのプレゼンテーションファイルを用いて詳し
く1年間の成果を発表しました。質疑応答時間では
出席した教職員だけでなく、学生からも活発な発言
がありました。またこの最終報告会には山口県内の
企業からの出席もあり、社会人の視点によるプロ
ジェクトへの意見もいただくことができました。報
告会の実施日が「新入生歓迎フェスティバル」と同
日であったこともあり、新入生やその保護者の来場

第22回おもしろプロジェクト'17最終報告会を実施

もありました。閉会時には福田大学教育機構長より「本当に『おもしろい』ものというのは、カラオケのよう
な受け身のものではなく、自ら興味をもって追及していくなかで感じることができるのではないだろうか、お
もしろプロジェクトがそのきっかけの一つになってもらえればと思っています」という講評をいただきました。

「山口大学おもしろプロジェクト」は、自由な発想に基づく

正課外活動実施のための資金支援制度です。1996年より開始

されており、20年以上の長い歴史があります。そして現在で

は山口大学の特色ある教育プログラムの一つとなっています。

これまでに200件以上のプロジェクトが採択され、約2500

人もの学生たちがおもしろプロジェクトの根幹である「発見

し・はぐくみ・形にする『知の広場』」を体験してきました。

現在、「第23回おもしろプロジェクト'18」のプロジェク

トを募集しています。昨年度よりはじまった募集区分は学生の

ニーズとして非常に高く、今年度も同様の区分で募集していま

す。募集区分には、「通常」（最高支援額50万円）、

「Light」（最高支援額10万円）、「テーマ型」（最高支援

額10万円）の3つがあります。「通常」は、プロジェクト課

題に対して深く追求や探求するものです。今年度達成すべき目

標をたてて、計画的に課題を追求します。「Light」や「テー

マ型」では、プロジェクト課題に対してまずはアプローチして

みる萌芽的なものを募集しています。どうなるかはわからない

けれど、これをやってみたら絶対おもしろいことになる、とい

う、まさに「やる気」を応援するものです。「テーマ型」では

よりアプローチがしやすくなるように、テーマを提示していま

す。提示しているテーマは、「自転車問題・山口市/宇部市の

活性・地域防災力・文化/スポーツ振興」という4つです。

皆様からの「おもしろい」プロジェクトを

待っています

第23回おもしろプロジェクト'18を募集

おもしろプロジェクトに関するお問い合わせは
自主活動ルームにて受け付けています

待っています


